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今金町民憲章

。民主主義に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしましょう.
0 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう.。技能をみがき産業の開尭に罫め豊かな町にいたしましょう.
0 教葺をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう.
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新
年
を
迎
え
て

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
町
政
の
惟
進
に
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
も

着
実
に
発
展
へ
の
基
盤
を
固
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
年

を
迎
え
、
本
町
の

一
段
の
躍
進
を

期
し
て
、
消
新
の
気
が
み
な
ぎ
る

の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

私
は
住
み
よ
い
地
域
社
会
実
現

の
た
め
、
町
民
皆
様
の
英
知
を
あ

お
ぎ
今
金
町
総
合
計
画
に
基
づ
き

事
業
を
積
悟
的
に
推
進
し
、

お
年
寄
り
ゃ
附
容
を

も
っ
た
方
々
と
町
民
の
皆
織
が
お

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

れ
か
ら
も
、

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

高
等
養
護
学
校
も
4
月
1
日
開

校
の
運
び
と
な
り
、
昨
年

ω月
1

日
か
ら
役
場
内
に
開
校
事
務
所
を

設
置
し
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
は
、
今
金
町
1
0

0
年
を
祝
う
記
念
の
年
で
あ
り
ま

す
.町
民
の
皆
犠
よ
り
広
く
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
、
数
多
く
の
ア
イ
デ

ア
の
中
か
ら
事
業
推
進
委
員
会
で

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

記
念
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
幻
世
紀

に
向
け
た
今
金
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
、

美
し
い
川
と
緑
豊
か
な
祖
先
の
築

い
た
郷
土
を
受
け
継
ぎ
、
安
心
し

て
住
め
る
魅
力
あ
る
環
境
を
創
出

今

金

町

長

村
本
か
ら
の
時
代
の
進

展
に
即
応
し
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
、
職
員

一
丸

と
な

っ
て
努
力
し

光
夫

て
い
る
と
こ
ろ
で

れ

あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お

り
、
幻
世
紀
を
目

前
に
控
え
、
我
が

国
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
の

進
展
、
財
政
の
危
機
的
状
況
、
産
業

の
空
洞
化
な
ど
山
酬
制
す
る
課
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
を
取
り
ま
く
環
農
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
本
絡
的
な
高
齢

化
社
会
、
来
た
る
べ
く
地
方
分
権

の
推
進
が
時
代
の
大
き
な
流
れ
と

な
っ
て
い
る
今
日
、
本
町
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
今
金
町
行
政
改
革

を
治
力
に
進
め
る
た
め
の
大
綱
を

策
定
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

に
努
め
、
簡
紫
で
効
率
の
よ
い
行

政
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。• 0・

す
る
た
め
、
第
三
次
今
金
町
長
期

総
合
計
画
に
掲
げ
た
今
金
町
の
将

来
像
で
あ
る

「新
し
い
時
代
に
即

し
た
成
業
を
骸
と
し
て
、

美
し
い

緑
と
水
に
阻
ま
れ
た
健
康
的
で
ゆ

と
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
の
諸
胞
策
の
成
果

を
踏
ま
え
つ
つ
、
町
民
と
と
も
に

手
を
携
え
、
本
町
の
笠
か
な
自
然

の
恵
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
「
笠

山
凶
作
物
の
作
況
に

つ
い
て
は
、

昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
そ
の

影
響
を
受
け
各
般
作
物
の
収
磁
虫

は
平
年
を
下
回
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
誠
に
遺
憾
に
堪
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

農
業
の
現
状
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
各
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
生
産
性
の
高
い
民

業
経
営
の
確
立
を
目
指
し
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
生
産
者
の
熱

意
と
努
力
に
も
期
待
を
い
た
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
7
年
度
よ
り
建
設
を
進
め

て
お
り
ま
し
た
総
合
福
祉
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
4
月
l
日
開
設

を
目
指
し
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
今
金
町
総
合
福

祉
施
設
(
老
人
保
健

・
在
宅
介
護

・

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

・
保
健
セ
ン
タ
ー

-

訪
問
看
談

・
ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ィ
シ

ョ
ン
・
給
食
サ
ー
ビ
ス
)
と
し
て
7

つ
の
施
設
を

一
つ
の
建
物
の
中
で

福
祉
、
保
他
、
医
療
の
総
合
的
な
サ

ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
行
う
も
の
で

あ
り
、
現
在
利
用
案
内
を
町
内
全

戸
に
配
布
し
、
ピ
ア
ル
に
努

め
て
お
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
の

皆
織
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

か
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
と
活

力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の

一

周
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

• 
開
校

道
立
高
等
養
護
学
校

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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平成8年4月1日から平成8年9月30日まで

況状政財の町
八束小学校

百年を迎えて
• 八束地域

町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、どのよ

町政の一層の発展についてご協力を

毎年2回 (6月、12月)公表しているものです。

財政状況の公表は、

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、

お願いするため、

80億694万5千円一般会計予算総額

U
月
幻
目
、
八
東
地
域
開
基
百

周
年
と
八
束
小
学
校
開
校
百
周
年

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
碑
除
幕
式
は
、
八
東
八
幡

神
社
前
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和、

平
成
の
各
世
代
の
代
表
者
が
出
席

し
、
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
八
束
小
学
校

体
育
館
で
先
駆
者
に
対
し
黙
と
う

を
行
い
、
式
辞
で
は
、
八
京
地
域
百

年
協
賞
会
会
長
佐
藤
川
明
治
さ
ん
が
、

八
束
地
域
開
桁
の
労
昔
、
小
学
校

(単位千円 ・%)

区 分
平成 8 年度

予算現額 支出済額 支出率

議 会 2是 88， 100 41，712 47.3 

総 務 費 1，018，258 474，232 46.6 

民 生 'J'f. 2，009，742 399，200 19.9 

li1i 生 費 821，424 119，019 14.5 

労 働 'J'f. iし556 932 8.1 

山林水産業費 1，099，902 128，984 11. 7 

間 エ y~ 97，868 52，694 53.8 

土 木 'Ei: 927，972 380，501 41.0 

消 |妨 1主 179，660 89，387 49.8 

教 育 'J'f. 623， 138 276，214 44.3 

公 {自 '/'( 841，850 416，321 49.5 

予 備 費 5，000 。。。
繰越明許費支出 282，475 1. 839 0， 7 

計 8，006，945 2，381. 035 29. 7 

く〉歳出内訳
(単位千円%)

区 分
平成 8 年度

予算現額 収入済額 収入率

岡I 税 571，379 373，625 65.4 

地方譲与税 139，000 39，522 28.4 

利 子割交付金 6，000 3， 107 51.8 

自動車取得税交付 59，000 25，687 43.5 

地方交付税 3.247，109 2，352，433 72.4 

交通安全特別交付 1，000 。。。
分担金及び負担金 135，296 67，252 49.7 

使 用 料 ・手数料 111，072 49，488 44.6 

国庫支出金 565， 920 82，061 14.5 

道 支 出 金 599，946 48，481 8.1 

目オ 産 q~ 入 39，384 23，570 59.8 

寄 付 金 。。。
繰 入 金 449， 783 。。。
繰 越 金 10，918 10，918 100.0 

諸 収 入 657，062 254.532 38. 7 

町 f占 1. 131. 600 。。。
繰越明許質収入 282，475 1.220 0.4 

言十 8，006，945 3，331，896 41. 6 

。歳入内訳

• • の
庇
史
な
ど
話
さ
れ
、

山泣
か
な
郷

土
が
あ
る
の
は
伶
大
な
る
先
人
の

印
と
涙
の
結
晶
の
た
ま
も
の
と
深

く
敬
意
と
感
謝
を
し
決
意
を
新
た

に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
自
治
、
産
業
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
地
域

・
学
校
で
貢

献
さ
れ
た
方
々
位
名
に
佐
藤
会
長

よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
祝
賀
会
で
は
、
季
節
保
育
所
幼

児
の
遊
戯
、
小
学
生
に
よ
る
合
奏
、

各
地
区
の
婦
人
会
の
舞
踊
な
ど
地

域
を
あ
げ
て
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

百
年
を
迎
え
た
八
東
地
域
の
歴

史
、
自
治
会
全
世
帯
の
写
真

な
ど
を
掲
載
し
た
記
念
総

「
や
っ
か
百
年
」
を
発
行
し
ま

し
た
。

開
拓
の
さ
わ
り

O

鈴
木
農
場

明
治
加
年
、
樫
村
清
窓
氏

の
名
義
の
も
と
鈴
木
義
宗
氏

が
内
田
場
を
開
設
し
福
井
県

よ
り
お
戸
が
入
植
、

1
2
8

0
町
歩
を
開
拓
し
ま
し
た
。

。

白
石
農
場

明
治
初
年
、
白
石
弥

一
、
一

色
秀
次
郎
両
氏
の
名
義
の
も

と
、
今
村
蔵
次
郎
、
野
本
矩
正

両
氏
の
管
理
の
も
と
岐
阜
.
福
井

瓜
か
ら
入
植
3
3
0
町
歩
を
開
妬

し
ま
し
た
。

。

青

木
農
場

明
治
剖
年
高
野
泰
次
郎
氏
の
も

と
翌
年
瀬
棚
村
医
師
青
木
三
査
氏

が
譲
り
受
け
鈴
木
一
作
、
丸
山
正

高
両
氏
の
も
と
畑
地
1
8
4
町
歩

を
開
拓
し
ま
し
た
。

。

八
束
小
学
校

明
治
幻
年
鈴
木
義
宗
氏
は
、
入

植
者
の
定
住
策
と
し
て
子
弟
の
教

育
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
入
植
者

が
切
余
戸
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
校

舎
を
述
設
、
第
四
利
別
簡
易
教
育

所
が
開
設
さ
れ
、
当
時
は
ゆ
名
で

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
計

年
新
校
舎
が
完
成
し
、
第
四
利
別

尋
常
小
学
校
と
改
称
し
、
大
正
凶

年
大
茶
良
部
尋
常
小
学
校
と
改
称

さ
れ
、
昭
和
9
年
字
名
の
改
称
に

よ
り
鈴
木
氏
の
出
身
地
千
葉
県
安

房
郡
八
束
村
を
と
り
学
校
名
の
八

束
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
昭
和
幻

年
八
束
小
学
校
に
改
称
さ
れ
、
地

域
発
展
の
基
地
と
し
て
優
秀
な
人

材
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

• • 
特別会計歳入・歳出予算の執行状況

(単位千円 %)

出
出
一

会
一会

一会

一会

支

支

一

一

び

び

一

院

及

及

一

入

入

一

収

収

一

的

的

一

益

本

一

収

資

一合

-

-

一

司i

37. 8 

(4) 

36. 9 

出支支出済額

277，558 

45.3 

43.0 

19.4 

41. 9 

予算現額

752，551 

45.4 

52守511

382，096 

24，151 

1. 283， 550 

耳1

37.4 

571，385 

547，234 

139，012 

842，556 

3，063.398 

入q~ 収 入済額

281，552 

1，329，279 

1，204.847 

124，432 

48.4 

46. 7 

31. 2 

36.5 

予算現額

752，551 

。。
28.2 

67， 294 

375，630 

1，118，040 

五サ

言十

375，630 

。

393，564 

139，012 

122，526 

3，061，492 

区

業

一道

~J~ 

計

保

842，556 

1，327.373 

1，204，847 

計

計

自十

ム
耳

国

，1 

他

水

保

病

易

人

保

簡

老

国

" 

槍
山
の
将
来
に
向
け
て

第
2
回
槍
山
地
域
道
民
円
卓
会
議

伶
山
支
庁
が
主
催
で
ロ
月

ω目、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

「第
2
回
伶
山
地
域
道
民
円
卓
会
議
」
が
槍
山
管
内
か
ら

公
募
や
推
薦
で
選
ば
れ
た
住
民
代
表
者
と
各
町
長
と
国
沢

勲
支
庁
長
を
は
じ
め
と
す
る
支
庁
幹
部
が
出
席
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

円
卓
会
議
で
は
、
構
成
員
同
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
3
名

で
、
こ
れ
か
ら
の
愉
山
の
将
来
と
地
域
を
ど
の
よ
う
に
活

性
化
す
る
か
に
つ
い
て
、
各
町
長
、
代
理
者
か
ら
将
来
に

向
け
観
光
資
源
な
ど
各
施
設
の
周
辺
盤
側
、
特
産
品
の
P

R
、
販
路
、
消
費
者
ニ

l
ズ
の
難
し
さ
な
ど
の
発
表
が
さ

れ
.
ま
た
、
住
民
の

代
表
者
か
ら
は
、

自
然
を
生
か
し
た

槍
山
の
観
光
、
各

種
団
体
な
ど
地
域

の
交
流
、
人
材
育

成
、
生
涯
学
習
、
町

づ
く
り
な
ど
将
来

に
向
け
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
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表1 国保被保険者の年度別推移

3年度 1 4年度 1 5年度

数(世) I 2.464 I 2.465 I 2.472 
町卜 1---.，-，.::;..;-1 卜

口(人) I 7.613 I 7.517 I 7.416 
1世 帯数(世)I 1.262 I 1.24日 1.236

国|被 L~ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ J!lt_ ~)_ J _ _ ~. ..9 ~5L _ ~ ._7~~1_ ~タ竺
保 |退職責等凹U___J旦1__ _ _ 1 ~~I_ _ __1位
一 |老人(人)I 691 I 692 I 711 
長| 計 3問問6I 3.499 
i世帯 加入率(%) 1 51.221 50.301 5日00

保 |数 |被保険者加入率(%) 1 49.991 48.371 47.18 

一世帯あたり被保険者(人) I 3. 02 I 2.93 I 2. 83 

6年度

2. 534 

7. 355 

1. 261 

2. 575 

159 

750 

3. 484 

49. 76 

47.37 

2. 76 

7年度

2.556 

7.314 

1.261 

2. 489 

148 

776 

3.413 

49. 33 

46.66 

2.71 

被保険者の状況 (表 1) 

平成7年度末における国保加入状況は表のとおりでありますが、国保被保険者は過疎化と共に社会

保険事業所の適用拡大及び人口の流出などにより、被保険者は年々減少の一途をたどっていますが、世

帯数は核家族化により、 一世帯当たりの被保険者は少なくなり、単身世帯や老人夫婦世帯が噌加して

おります。

表2 人当たり医療費の年度別推移 (単位円)

一般分 退職分 老人分 全体分
全体の対前 全道分 全国分

年度伸び率 (全体分) (全体分)

3年度 178.592 311.654 937.311 321. 935 109.23 338.629 244.462 

4年度 189.666 419.427 932. 170 340.521 105.77 365.259 266.052 

5年度 198.393 298.031 859. 190 336.996 98.96 384.335 279. 824 

6年度 203.661 380.509 917.983 365.504 102.78 410.551 29.916 

7年度 220.866 503.931 827.842 363.583 99.47 

医療費の状況(表2) 

医療貨は被保険者が減少したにもかかわらず高水準にあり、年齢階層が益々高齢化傾向が強くなり、

このため全体的に見ると医療費は上昇しており医療費に見合う財政の権保に努めながらも国保事業の

安定運蛍のためには、より一層の経営努力が必要であり医療費の適正化対策の推進が重要と考えられ

ます。

届け出は

l医療費を大切に
国保に

加入するとき)・

やめるとき
圃亘
以内に

〕7
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国民健康保険が願う

‘‘みんなの健康"

国民健康保険 (国保)は、みなさんの健康を守る大切な制度で

す。長い人生のなかで、いつ、どこで大きな事故や病気に見舞わ

れるかは予測できません。

そのようなときのために、日頃から収入に応じて、お金を出し

合い、みなさんで助け合うこと(相扶共済)を目的とした制度で

す。

• 
療養の給付/医療費の7割を国保が負担します。

. 療養費の支給/いったん全額支払って、申請すると 7害IJが払いもどされます。

・保険証を持っていかなくて、治療を受けた医療費の全額を支払ったとき。

・医師が必要と認めたコルセットなどの治療装具代。

・医師が必要と認めたあんま・マ ッサージ・はり ・きゅうの施術料。

入院時食事療養費の支給

入院中の食事代の一部を、患者が負担し、残りを国保が負担します。

出産育児一時金の支給

被保険者が出産したとき、出産育児-11寺金として30万円が支給されます。

葬祭費の支給/被保険者が亡くなられたとき、葬祭貨として3万円が支給されます。

高額療養費の支給/医療費が高額になり、 一定限度を越えた場合、払いもどしがあります。

《国保税は国保を運営していくための

重要な財源です》

医療費が噌えると、国保の財政は苦しくなります。そして培え

た分を補うために、国保税を値上げしなければならなくなります。・1 ・国保とみなさんの負担を少しでも軽くするために、医療費は大
切に使いましょう。

“一人ひとりの心がけから始めよう"

く〉病気の早期l予防で健康づくりをすすめよう。
く〉検診を上手に活用しよう。

o身近なかかりつけ医を持とう。
。重複受診はやめよう。

く〉むやみに薬をほしがるのはやめよう。

《国保税を滞納すると》
みなさんが病気やけがをしたとき、安心して治療が受けられるよう納めるのが国保税です。

そのためにも滞納していると、国保の財源が確保できないばかりでなく、きちんと納めている方に

迷惑をかけないためにも、決められた日まできちんと納めることが大切です。

〕6
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平
成
8
年
度
第
1
回
目
の

「町
内
会

・
自
治
会
町
づ

く
り
推
進
閥
整
会
議
が
U
月
初
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
械
で
は
、

町
と
町
内
会

・
自
治
会
の
共
俄
で
行
っ

た
も
の
で
各
地
域
の
要
望
を
早
急
に
対
応
す
る
た
め
と

新
年
度
予
算
に
反
映
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
ま
た
、
将

来
的
に
は
中
期、

長
期
計
画
の
策
定
の
方
向
で
取
り
組

み
総
合
計
画
の
基
本
と
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
梢
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
線
の
課
長
、
係
長
が
出
席
し
事
前
に
町
内
会

・
自

治
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
嬰
削
記
事
項
に
つ
い
て
回
答
し
て

い
ま
し
た
。

相
談
者
は

担
当
謀
の
前

で
じ

っ
く
り

と
話
し
込
む

姿
が
目
立
ち

ま
し
た
。

や令。g。住民の動態 。8008ゅ

11月末現在

前月対比

7，322人(ム 1)

3，536人

3， 786人 (ム1)

2，582世帯( 1) 

人口

男

女

世帯数

1月の休日当番医
1日 猶崎医院(i頼棚) 87-3021 
2日 北楢山町国保病院 (北姶山) 84-5321 
3日今金町国保病院 (今金) 82-0221 
5日今金町国保病院 (今金) 82-0221 
12日 道南ロイヤル病院 (北格山) 84-5011 
15日楢崎医院(i頼棚) 87 -3021 
19日今金町国保病院 (今金) 82-0221 
26日 道南ロイヤル病院 (北檎山) 84 -5011 
※ 1・2・3日の午前中

中俳句大会• 
炎天寺一茶まつり

全国小• • 

図おたんじようおめでとう
た つや

兵藤 達也ちゃん 11月11日(保髄者 国春)高美川
まゆ

横川 真優ち九 11月12日(保談者直広)末広町
ぜいじ

誠司h ん 11月15日(保ま望者恒幸)神匠中央
まほ

真帆':.'1'11" ! 1月20日(保鎚者 徹)種目|宮前
ゅようた

峻太h ん 12月3日(保能者 知道)末広間

西野

固いつまでもおしあわせに

!た俊昭宏九(八束中央)=渡辺琴絵さん(島牧村)
a丸田中 崇さん(末広田n='t(iI長崎子さん(卜マンケン)

川上

f色谷

平
成
9
年
2
月

1
日

朋
美
さ
ん
間

保

健

福

祉

課

が

移

動

し

ま

す

開
現
在
、
役
場
内
に
あ
る
保
他
一的

四
祉
課
が
2
月
1
日
よ
り
今
金
国
保

問
病
院
棋
の
今
金
町
総
合
福
祉
施
設

問
「
と
し
べ
つ
」
で
業
務
を
開
始
し
ま

明
す
。
こ
の
移
転
に
伴
い、

保
健
福
祉

江
戸
時
代
の
俳
人
小
林
一
茶
を
課
内
の
仕
事
の
内
容
が

一
部
を
残

た
た
え
る

一
茶
ま
つ
り

・
全
国
小

し
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

中
学
生
側
句
大
会
が
行
わ
れ

、

速

ま

す

。

く
は
海
外
日
本
人
学
校
生
の
作
品
。
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得

・

を
は
じ
め
、
小
中
学
校
合
わ
せ

2

四
喪
失
・
異
動
は
、
町
民
諜
年
金
係
で

5
1
、
4
4
7
句
の
応
募
が
あ
り
即
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
し
た
。

聞

記

小
学
生
の
審
査
結
果
で
は
、

3
問
。
総
合
福
祉
施
設

4
9
7
句
の
入
賞
が
発
表
さ
れ
、
担
保
健
福
祉
課

花
石
小
学
校
(
校
長
佐
々
木
俊
)
か

O
国
保
係

ら
は
、

4
人
が
応
募
し
、

5
年
生
の

・
療
養
祐
貨
の
支
給
申
請
に
闘
す

菊
地
朋
美
さ
ん
が
み
ご
と
入
選
に

る
こ
と
。

脇
陣
き
ま
し
た
。

ま
た
、
花
石
小
学
校
で
は
、
今
大

会
は

3
年
連
続
し
て
児
強
た
ち
の

俳
句
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

入
選
作
品

「
子
ど
も
ら
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
寺

の
大
木
」

み
ご
と
入
選

花
石
小
学
校
5
年

菊
地

自画おくやみもう しあげます

佐藤幸治九 11月19日 80歳寒昇

花井巳信さん 11月23日 67歳 八幡町

波越新市さん 12月 1日 84歳住 吉

12月13日受付分まで記載

※先月号のいつまでもおしあわせの欄で掲載し

た岡本光可さんの誤りでした訂正しておわび

いたします。

-
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
に
関

す
る
こ
と
。

・
老
人
保
健
医
療
に
関
す
る
こ
と
。

O
保
健
福
祉
係

・
老
人
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

・
心
身
隙
害
者

(
児
)
縞
祉
に
関
す

る
こ
と
.

(8) 

-
稲
祉
施
設
及
び
初
祉
施
設
入
所

に
関
す
る
こ
と
。

福
祉
手
当
及
び
介
護
手
当
に
関

す
る
こ
と
。

・
医
療
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

献
血
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

・
患
者
輸
送
車
の
運
行
に
関
す
る

こ
と
。

エ
キ
ノ
コ

ッ
ク
ス
に
関
す
る
こ

と。
O
保
健
指
導
係

成
人
病
予
防
に
関
す
る
こ
と
。

(
他
康
診
査
事
業
等
)

.
母
子
保
健
に
関
す
る
こ
と
。

(
乳
児
検
診
等
)

老
人
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

・
精
神
保
他
に
関
す
る
こ
と
。

.
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
。

*
老
人
保
健
施
設
入
所
者
の
申
し

込
み
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

保
他
福
祉
課
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

つ

い
て
は
、
2
月
末
に
移
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

と
山
崎
昭
利
さ
ん
に
八
祭
税
務
岩

長
よ
り
感
紛
状
が
手
泌
さ
れ
ま
し

た
。

防
団
員

一
致
協
力
し
て
民
生
の
安
定
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
北
海
道
知
事
か

ら
今
金
町
消
防
団
に
H
月

n目
、
竿
顕

綬
の
伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
組
織
設
置
以
来
、
四
回
年
あ
ま

り
の
永
き
に
幾
多
の
火
災
、
風
水
管
が

発
生
し
、
時
に
は
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
災
害
も
幾
度
と
な
く
襲
っ
た
が

そ
の
度
に
消
防
団
は
常
に
与
え
ら
れ
た

機
械
器
具
を
十
二
分
に
活
用
し
優
秀
な

指
導
者
の
も
と
身
を
挺
し
た
消
防
活
動

を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
度
に
努
め
た

の
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

火
災
予
防
活
動
を
は
じ
め
災
害

鋲
圧
防
ぎ
ょ
、
被
害
の
隠
滅
に
消

永年の功績が認められ
北海道知事より竿頭綬

' . • 
八
雲
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

表

彰

式

八
雲
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
は
U
月
日
目
、

八
雲
町
で
納
税

組
合
法
施
行
何
周
年
を
迎
え
多
年

に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合
の
指
導

育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
八

雲
税
務
署
長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
、

問
中
繁
さ

ん
に
は
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞
、
高
島
秀
夫
さ
ん
に
は
北

海
道
納
税
貯
お
組
合
連
合
会
長
賞

ひとりで悩まず
勇気をもって相談を

0犯罪の被害にあった女性
O犯罪等の被害少年
悩みの解消や問い合わせに応じております。

。時間 平日9: 00~ 1 7 : 30 

。場所函館市五稜郭町15番5号

函館方面本部「相談センターJ

BOI38-54-9310 
「性犯罪被害者 ・被害者少年ダイヤル」

※婦人主主察官及び婦人補導員

お気軽にご相談下さい。

〕9
 
〔



み

ん

の1
{広

f場

な

平
成
8
年
度

「
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
函
館
地
方
大
会
」

最
優
秀
賞
に
み
ご
と
に
輝
く

函
館
地
方
法
務
局
、

函
館
人
権
擁
諮
委
員
連
合
会
共

催
の
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
今
金
中
学

校
3
年
生
の
本
塚
悲
さ
ん
の
作
文
が
み
ご
と
品
優
秀
賞

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

ロ
月
4
目、

「第
特
回
人
格
週
間
」
に
合
わ
せ
表
彰
式

廿
'-1

コ
1
、

t
f
4
4
4
 
本
塚

さ
ん
の
作
品
に
つ

い
て
は
中
央
大
会

(
法
務
省
)
の
代

表
作
品
と
し
て
推

薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
の
経
験
を
通
し
て
3
年

A
組

本

爆

恵

今
、
私
達
人
間
は
、
大
き
な
問
題
を
た
く
さ
ん
他
え
て

い
ま
す
.
そ
の

一
つ
に
差
別
と
い
う
人
柄
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
今
ま
で
、
差
別
と
い
う

も
の
が
ど
う
い
う
事
な
の
か
知
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
差
別
と
い
う
物
が
ど
ん
な
に
ひ
ど
い
も
の
な
の
か

知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、

「差
別
は
人
間
と
し
て

一
番
恥
ず
る
べ
き
行
為
な
の
で
は
な
い
か
。
差
別
す
る

私
に
罪
の
意
識
を
深
く
さ
せ
ま

の
態
度
が
よ
け
い
に
、

し
た
。球
場
の
中
に
入
り
野
球
が
始
ま
っ
た
け
れ
ど
私
の
心

の
中
は
野
球
の
試
合
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

差
別
を
す
る
人
を
心
の
汚
い
人
だ
と
恩
っ
て
い
た
自
分

も
そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
と
気
づ
き
な
に
よ
り
差
別
が

ど
ん
な
に
ひ
ど
い
事
か
知
っ
て
い
な
が
ら
差
別
を
し
て

し
ま
っ
て
い
た
自
分
。
ま
し
て
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
し

な
か
っ
た
自
分
に
腹
が
た
ち
、
つ
い
に
私
は
、
私
の
隣
り

に
い
る
母
に
「
お
母
さ
ん
さ
つ
き
は
ご
め
ん
」
と
言
い
ま

し
た
。
母
は
ち
ょ

っ
と
縫
い
た
顔
を
し
た
け
れ
ど
、
そ
の

後
に

っ
こ
り
と
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
私
に
言
い
ま
し
た
。

「よ
か
っ
た
。
あ
の
ま
ま
恵
が
何
も
言一
っ
て
こ
な
か
っ
た

ら
ど
う
し
よ
う
っ
て
思
っ
て
た
の
J

「え
っ

」
と
聞
き
か

え
し
た
私
に
母
は
今
度
は
真
剣
な
阪
で
力
強
く
こ
う
言

っ
た
の
で
す
。
「だ
っ
て
ね
、
心
で
は
い
け
な
い
と
わ
か

っ
て
て
も
、
つ
い

っ
て
事
が
よ
く
あ
る
で
し
ょ
。
つ
い

っ

て
事
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
事
だ
か
ら
し
か
た
な
い
事
か

も
し
れ
な
い
。
で
も
問
題
は
そ
の
後
。
自
分
の
し
た
事
を

素
直
に
認
め
反
省
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

も
し
恵
が
あ
の
ま
ま
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
し
て
い

た
ら
、
き
っ
と
ま
た
心
で
は
差
別
を
す
る
つ
も
り
じ
ゃ

な
い
の
に
ま
た
つ
い

っ
て
事
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
お
母
さ
ん
は
安
心
で
き
る
。
自
分
の
怒
い
所
を
認

め
ち
ゃ
ん
と
反
省
し
た
恵
は
も
う
二
度
と
差
別
し
た
り

な
ん
か
し
な
い

っ
て
信
じ
ら
れ
る
か
ら
J

「お
母
さ
ん

。」

私
は
な
ん
だ
か
心
が
経
く
な

っ
た
気
が
し
ま
し
た
。

で
も
、
母
の
言
っ
た
言
葉
の
中
で
気
に
な
る
部
分
が
あ

人
は
き
っ
と
心
の
汚
い
人
だ
。」

ま
し
た
。

私
が
均
年
間
生
き
て
き
て
ぬ
も
深
く
差
別
と
い
う
事

を
考
え
た
の
は
、
こ
の
夏
休
み
に
入
っ
て
ま
も
な
く
の

頃
で
し
た
。
そ
れ
は
、
家
放
で
野
球
の
試
合
を
見
に
行
っ

た
時
の
話
し
で
す
。
私
は
プ
ロ
野
球
の
試
合
を
見
る
の

は
初
め
て
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
少
し
だ
け
う
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
湾
尚
を
歩
い
て
い
る
時
ふ
と
目

を
や
る
と
、
背
が

1
2
0
叩
く
ら
い
し
か
な
い
す
ご
く

太
っ
た
女
の
人
が
向
こ
う
か
ら
歩
い
て
く
る
の
が
見
え

ま
し
た
。
私
は
J
」
の
人
な
ん
か
変
だ
な
。
附
答
者
な

の
か
な
H

と
思
い
な
が
ら
そ
の
人
を
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。
自
分
で
は
気
づ
か
ず
に
い
た
け
れ
ど
、
た
し
か
に

私
は
こ
の
女
の
人
を
差
別
と
偏
見
の
目
で
見
て
い
た
に

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
.

す
れ
ち
が
う
瞬
間
そ
の
女
の
人
と
目
が
合
っ
た
時
そ

の
女
の
人
は
一
瞬
す
ご
く
悲
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
た

後
、
私
に
に
っ
こ
り
と
笑
い
か
け
ま
し
た
。
そ
の
時
私

は
ハ

ッ
と
し
ま
し
た
。
次
の
瞬
間
私
の
隣
り
に
い
た
母

が、

「め
ぐ
み
!
」
と
強
い
口
調
で
言
い
、
私
を
じ

っ

と
見
つ
め
ま
し
た
。
母
の
言
い
た
い
事
が
ど
ん
な
事
な

の
か
私
に
は
痛
い
く
ら
い
に
よ
く
わ
か

っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
私
は
今
自
分
の
し
た
差
別
と
よ
べ
る
べ
き
行

為
を
認
め
た
く
な
く
て
、

「何
ワ

」
と
相
官
い
口
制
で
こ

わ
い
顔
で
私
を
見
て
い
る
母
に
聞
き
か
え
し
ま
し
た
。

母
は
し
ば
ら
く
私
を
見
て
い
た
け
れ
ど
や
が
て
ゆ
っ

く
り
と
目
を
そ
ら
し
、
そ
れ
っ
き
り
何
も
言
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
を
怒
り
も
し
な
け
れ
ば
責
め
も
し
な
い
母

と
ず
っ
と
思
っ
て
い

• • り
ま
し
た
.
w
つ
い

っ
て
事
は
だ
れ
に
で
も
あ
る
事
だ

か
ら
し
か
た
の
な
い
事
か
も
し
れ
な
い
H

と
言
っ
た
母
。

で
も
そ
の
つ
い
で
傷
つ
け
ら
れ
た
人
の
気
持
ち
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
。
私
達
が
何
気
な
い
気
持
ち
か
ら
言
っ

た
H

つ
い
u
も、

一
人、

二
人、

三
人
と
つ
み
重
な
れ
ば

そ
れ
は
H

つ
い
H

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
私
は

ふ
と
思
い
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
母
は
私
を
元
気
づ

け
る
た
め
に
う
そ
を
つ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
。
そ

う
思
っ
た
瞬
間
私
は
差
別
の
重
大
さ
と
母
の
優
し
さ
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

差
別
は
い
け
な
い
と
充
分
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ

っ
た
の
に
‘
実
際
そ
の
場
に
立
っ
て
み
て
何
も
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
私
の
よ
う
に
、
も
し
か
し
た
ら
悲
別
の

意
味
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
人
も
ま
だ
沢
山
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

一
つ
の
経
験
を
通
し
て
差

別
を
知
っ
た
私
の
よ
う
に
い
つ
か
知
る
時
が
き
っ
と
く

る
は
ず
で
す
。
私
は
岡
山
い
ま
す
。
き
っ
と
あ
の
人
は
私

が
ど
ん
な
目
で
自
分
を
見
て
い
た
か
気
づ
い
た
は
ず
だ

と
。
あ
ん
な
に
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
た
の
に
そ
の
後
、

私
を
許
し
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に
、
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ

え
ん
で
く
れ
た
あ
の
人
は
本
当
に
心
の
優
し
い
人
だ
。

き
っ
と
あ
の
人
は
、
も
う
何
年
も
H

障
害
者
に
対
し
て

の
差
別
H

と
戦
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
た

つ
た

一
人
で
戦
い
続
け
る
の
，
た
ろ
う
。
そ
ん

な
、
あ
の
人
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
私
達
が
大
人
に
な
っ

た
時
に
は
、
あ
の
女
の
人
が
益
別
と
戦
わ
な
く
て
も
い

い
よ
う
に
差
別
が
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。
そ
ん
な

社
会
を
作
る
本
当
の
意
味
で
の
強
い
人
間
に
私
は
な
り

た
い
。

今
金
町
奨
学
資
金

の
貸
付
希
望
者
ヘ

平
成
9
年
4
月
か
ら
修
学
さ
れ
る
学
生
で
、
奨
学
資
金
を
希

望
の
方
は
、
平
成
9
年
3
月
お
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

O
貸
付
対
象
者
は

今
金
町
に
居
住
す
る
者
の
子
弟
で
次
の
条
件
を
備
え
て
い
る

こ
と
。高

校
及
び
大
学
に
在
学
又
は
進
学
を
希
望
す
る
者
。

学
資
の
支
払
う
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

身
体
健
康
、
学
業
成
例
制
優
秀
.
性
行
善
良
で
あ
る
者
。

O
貸
付
額

A

高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第
3
学
年

以
下

一
人
月
傾

1
万
円
以
内

専
修
学
校
専
門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第
4
学
年
以
上

一
人
月
領

1
万
5
千
円
以
内

一
人
月
額

l
万
8
千
円
以
内

一
人
月
額

2
万
円
以
内

一
人
月
傾

2
万
5
千
円
以
内

i 2 3 B 

短
期
大
学

大

学

大

学

院

O
償

還

卒
業
後
6
ヶ
月
す
え
位
き
、

ω年
以
内
の
年
賦
償
還
で
す
。

※
詳
し
く
は
教
育
委
只
会
管
思
線
へ
お
尋
ね
下
さ
い
.

包
②
|
3
4
8
8

C D E • • 一1
1
1
1

リ男

でぱ
:

H

・

a------圃・
・
・
・
・
・

・

吋

長

也

つ
い

明

日
・
会
耳
目
・
圃

E----E

・1
の

飽

い

て

目

白

骨

EE--・
・

・

唱

明

白

星

ん

凶

ん

た

気

e

H

'

E
副
圃
・
・
・
圃
個
圃
阿
川
4
-L

d

ゃ

日

さ

れ

元

岨

e

制
園
田
匝
・
・
・
・
圃
E
-
mu'
'
h
L

ち

2
畏

ま

ど

り

'

H

自
国

W
1
i
1
44
唱

や阿国

I

川
知

生

れ

走

H

'

圃

司

『

、

.h-
ua

h
u

-
-
で

け

と

ゆ

一
品
w
一よ

h
J
M健
闘
品
州

文

…

R
h副

'F『』
I

h

険
適

司

』

同

人

未

ト

ち

創

ル

闘
噛

mar国
津

待

問

土

問

…

4

・
圃
岨

F

、‘
.aE・
圃
・
圏
匝
闘

志

E

J

g

ま

き

小

ド

目
F
h
r
E
E
E
満

開

問

Z

…

f

F
刊

日

‘

配

隠

す

灯

す

…

-
4

4J』

2

f

て

i
h

3

b

生

町

中

い

l
t1
1
1
11
2
B
E
t
t
s
-
B
1a司

e

-.. J

や
6

日

ん

却

で

白

戸
役

辺
川
九
恥
』
和
七
叶

"b姦
μ
良

♂

忠
弘

圃
司
ベ

J

ん醤

m'Z

成

さ

帥

で
沫

」

・

咽

w

，

F

J

。
、，
咽
H

J
7
1

平
左

J

ん山山

由Ea園町

‘
‘

「

チ均

価

{

立

淀

川

R
14
…

一L
F

利一一
剖
乍

比

1
1
1
1
1
1
aJ
I
…

「
1
1
1
1
1
1
1

・1
・11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
h

i 俳子つ
{ 老2山富猫空新t喪も晩宮司|ひ i 
{境~ 11.民Eの IIHfご年2き{
tにり目士にこへと f 
Jは俳"線:座ざろ余よめ J 
J 触ふ画が追"しの臼〈て J 
}れの へて古宮埋子庭正}
}ず五ntJ ぱ EI ~ 恩E む師~ } 
} :w ~ 子す 裸 : 立主 埋宇 る 労苦 1
1 状去の木:のむ初2ふ - ¥ 
t の紺えに冬主夜吉日正捌t {
{ _¥¥槌ゐ_V初日の 記J熱き {
{句〈せ主主主め雪2 く { 
t かぬか t 
Jなな J 

i辻阿阪佐芳斉杉 i

f 部井藤賀穂本 f

i知和み朝雲みあ i
} 子子え子えちい }

ん~-ι~へん-~利別俳句会-J

〕O
 
1
 
〔〕1

 
1
 
〔



い
つ
で
も、

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も

っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第243号

(重点目標)

[21世紀への豊かで活力ある祉会を創造して]

昨
年
中
は
、
本
町
の
教
育

推
進
に
あ
た
り
町
民
各
位
を

は
じ
め
、
学
校
教
育
、
社
会
教

育
な
ど
関
係
機
関
、
団
体
各

位
の
特
段
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
各
種
事
業
が
円
滑

に
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
交
通
手
段
の
発
達

や
通
信
情
報
化
が
進
む
中
、

経
済

・
社
会

・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
等
犠
々
な
国
際
交
流
が
急

速
に
進
展
し
、
ま
た
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー

-
人
口
問
題
な
ど

国
際
的
な
協
調
が
不
可
欠
な

社
会
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

幻
世
紀
に
向
か
い
、
豊
か

で
活
力
の
あ
る
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
本
町
教
育
の
柱
と
な
る
社

会
教
育
中
期
計
画
を
樹
立
し
生
涯

学
習
の
推
進
に
取
組
中
で
あ
り
ま

す
。社
会
の
成
熟
化
と
共
に
絶
え
ず

新
し
い
知
識

・
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
と
、
心
の
泣
か
さ
や
生
き
が

い
の
た
め
に
学
習
機
会
の
提
供
と

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ま
た
教
育

相
談
員
の
配
備
、
相
談
電
話
、
相
談

室
を
整
備
し
、
い
じ
め
・
非
行
防
止

や
相
談
業
務
に
も
力
を
注
い
で
お

り
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
‘
昨
年
同
様
、
町

民
各
位
、
関
係
教
育
機
関
や
各
種

団
体
の
特
段
の
ご
支
援
ご
協
力
に

よ
り

一
層
の
発
展
に
寄
与
し
て
ま

い
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
織
に
は
健
や
か
で
実
り
多
く

ご
多
幸
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

• • 

『
子
ど
も
た
ち
ゃ
孫
に

何
を
残
せ
ま
す
か
?
』

*
生
涯
学
習
推
進
会
議
を
開
催
*

生
涯
学
習
の
観
点
に
立
っ
た
本

町
の
社
会
教
育
の
充
実
発
展
を
目

指
そ
う
!
と
、

H
月
幻
日
町
民
セ

ン
タ
ー
で
今
金
町
生
涯
学
習
推
進

会
議
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
今
年
1
月
に
策

定
さ
れ
た
社
会
教
育
中
期
計
画
に

位
置
づ
け
さ
れ
た

『地
域
性
』『
体

制
づ
く
り
』
『
施
設
の
充
実
と
活

用』

『生
涯
学
習
体
制
の
盤
備
』
の

箆
点
線
題
に
基
づ
き
、
教
育
委
只

会
が
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
施

策
の
分
析
や
評
価
を
し
て
い
た
だ

き
、
今
後
の
施
策
へ
反
映
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

会
議
に
は
、
教
育
委
員
、
社
会
教

育
委
員
、
体
育
指
導
委
員
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
、
文
化
財
保
護
委
員
の

社
会
教
育
関
係
委
員
と
関
係
団
体

の
代
表
者
、
さ
ら
に
実
務
担
当
者

等
約

ω名
が

一
同
に
会
し
て
話
し

合
い
が
も
た
れ
ま
し
た
.

会
織
の
も
ち
方
や
進
め
方
に
対

し
疑
問
視
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
総
体
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
背
少
年
教
育
、
指
導
者
の

掘
り
起
こ
し
、
施
設
の
活
用
と
充

実
、
体
育
行
事
の
見
直
し
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
、
示
唆
に
富

ん
だ
貴
重
な
意
見
、
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
様
々
な
機

会
を
と
ら
え
て
町
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
聴
き
、
解
価
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
担
当
者
の
自
己
点
検

に
よ
る
繰
越
の
摘
出
を
行
い
.
引

世
紀
に
向
け
て

『あ
な
た
は
子
ど

も
た
ち
ゃ
孫
に
何
を
残
せ
ま
す

か
ワ
』
を
合
い
こ
と
ば
に
着
実
に

中
期
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、

一一
l
l
三
四
八
八

『新春歩くスキーの集い』
平成9年 l月11日(士)午後2時~

デモー レン前集合

本絡的なスキーシーズンを迎えて、冬季期!日!の健康と体力づくりのため、

「何時でも、部でも」できる歩くスキーの実技鱗習会をかねて開催します。

町民の皆さん多数の参加をお待ちしています。

を開催します。

時

所

容

日

場

内

0

0

0

 

ネルソン、マンデラ
森祇品
目出rJJi1虫明
さくらももこ
中野 孝次
柴田よしさ
秋元 康

浅田次郎

《町民センター図書室》

録目

自由への長い道上・下
91は不精用でいいじゃないか
出会いに学ぶ老いに成長する
あのころ
日本の美徳

塑母の深吉淵

君に仰いてほしいから
若符の出上 下

庫文キ本高

北海道開拓使の会偏
堀 淳一

松井るり干
山内栄治

河野 友信

北海道高校地理教青研究会
横溝 正史

藤村耕造

マーガレット・ミッチェル

書図刊

北海道に移り住む
北海道産業泣跡の旅
七歳までは夢の中
流氷のかんざし
病院を上手にかかる法
ふるさと早わかり
夏色の奇跡
夜間検証

ロスト、レイセン

新

「亙
熱
帯
の
カ
キ
」

右
の
写
真
は
、
美
利
河
で
発
見

さ
れ
た
カ
キ
の
化
石
で
す
。
私
た

ち
が
現
在
食
用
に
し
て
い
る
も
の

よ
り
か
な
り
大
き
い
も
の
で
す
。

こ
の
化
石
は
訓
鎚
府
と
呼
ば
れ

る

一
六

0
0
3
一
五

O
O万
年
程

今
月
は
、
家
紋
で
生
涯
学
習
を

実
践
し
て
い
る
山
田
悟
(
末
広
町
)

さ
ん
の
ご
家
族
を
紹
介
し
ま
す
。

山
田
さ
ん
ご
夫
妻
に
は
、
佳
範

く
ん
(
高
一
)
と
夏
希
さ
ん
(
中
こ

の
お
二
人
の
お
子
さ
ん
が
お
り
ま

す
が
、
親
子
共
通
の
趣
味
は
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
、
絵
画
、
ス
ノ
l
ボ
ー

ド
と
盛
り
沢
山
で
す
。

奥
さ
ん
の
初
美
さ
ん
に
近
況
を

尋
ね
る
と
「
子
供
が
大
き
く
な
る

に
つ
れ
会
話
が
少
な
く
な
る
と
聞

き
ま
す
が
、
共
通
の
趣
味
や
話
題

を
も
つ
こ
と
で
親
子
関
係
の
潤
滑

• • 
『
国
際
公
館
コ
ー
ス
に
飽
定
』

今
金
織
の
南
岸
河
川
敷
に
設
置

さ
れ
た
「
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
場
』
が
国

際
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
公
認
コ

ー
ス
と
し
て
平
成
8
年

μ
月
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

「パ

I
ク
ゴ
ル
フ
」
は
.
に
わ
か

に
人
気
が
高
ま

っ
て
き
た
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
一二
世
代
交
流
、

そ
し
て

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
お
り
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

本
町
に
は
ク
ラ
ブ
も
で
き
、
自

主
的
に
コ

l
ス
の
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
の
距
隣
が
千
メ
ー
ト
ル
、

凶
ホ
l
ル
、
パ

l
m
.
と
し
て
認
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

前
の
浅
い
海
に
た
ま
っ
た
砂
の
地

層
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
こ
の
化

石
と

一
緒
に
出
て
く
る
別
の
化
石

を
制
べ
た
結
果
、
そ
れ
ら
の
す
ん

で
い
た
環
境
が
現
在
の
沖
純
以
南

の
亜
熱
帯
の
海
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
層
は
美

利
河
や
瀬
棚
、
奥
尻
で
も
み
ら
れ
、

一
五

O
O万
年
前
に
は
亜
熱
帯
気

候
の
海
が
広
が

っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
化
石
の
標
本
は

「山
北
幸
好
氏
」
か
ら
笥
贈
を
受
け

た
数
点
の

一
部
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〕2
 
1
 
〔

油
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「家
庭
は
、
人
生
最
初
の
学
校
で

あ
る
」
と
い
う
例
え
を
文
字
通
り

実
践
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
で
す
。

品同

f 習』i!I 生の『私社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

(1
月
〉

ω
6
3
U
日

子

ど

も
か
る
た
教
室

日

∞

総

体

武

道

場

ロ
日
間
ヤ
マ
ハ
カ

ッ
プ
ジ

ユ
ニ

ア
ス
キ
ー
大
会

ピ
リ
カ
ス
キ

l
場

日

日

附

第

6
四
百
人
一
首
大
会

9

∞
1
総
体
武
道
場

げ

1
凶
日

の
び
の
び
ウ
イ
ン
タ

ー
ス
ク
ー
ル

道
立
森
少
年
自
然
の
家

同
日
間

桧

山
子
連
か
る
た
大
会

瀬
棚
町
第
ロ
田
町
民
ビ

l
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
。
総
体

第
9
回
地
域
研
究
セ
ミ

" " 
ナ
l

m
日
間
山

第

お
回
町
民
ス
キ
l
大

会

・
第
出
回
ラ
イ
オ
ン
ズ

杯
ス
キ
I
大
会

ピ
リ
カ
ス
キ
l
場

i
 

-一
[
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
]
の
サ
l
九

一
ク
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当
聞
は

一ト

十
毎
月

一
回
の
活
動
で
図
密
館
で
行

司

一
い
ま
す
.
問
い
合
わ
せ
は
今
金
小

間

一
学
校
の
桂
川
先
生
ま
で

司

雪

7
0二
二
四

官
の
i
〔



1
月
間
日
は

「

1
1
0
番
の
日
」

イン;)r，Jぷーシ己ン

で
す

1
1
0
番」

争

「
相
談
は
ま
こ
こ
ろ
ダ
イ
ヤ
ル

8
4
6
1
1
0」

健診を受けて明るい健康づくり

月みんな

《
北
槍
山
笠
祭
署
》

国
の
教
育
ロ
ー
ン

年
金
教
育
資
金
貸
付
の

お
知
ら
せ

8. 12. 10 

とカn〆あ
タ
一"の額多のへ

A
F
A
 
誠
ud協止
よ
耐
だ
恰

A
E
J
 

量
制

調

==同

文
句

協

盟
比

仙品

田
ま

一一回
学
い

者

里
ざ

拾

削
に

弘

t
※

こ
の
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立

金
を
原
資
と
し
た
還
元
融
資
の
一

環
と
し
て
、
厚
生
年
金
保
険
及
び

国
民
年
金
に

ω年
以
上
加
入
し
て

い
る
方
が
入
学
時
や
在
学
中
の

教
育
訟
を
低
利
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
在
学
中
の
国
民
年
金
保

険
料
の
支
払
い
に
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。な
お
、
こ
の
貸
付
は
、
国
民
金
融

公
庫
の
一
般
教
育
口

l
ン
と
の
例

用
も
で
き
ま
す
。

O
融
資
金
額

学
生

・
生
徒
一

人
に
つ
き

・
厚
生
年
金
保
険
加
入
の
方

1
0
0
万
円
以
内

-
国
民
年
金
加
入
の
方
印
万
円
以
内

O
融
資
利

率

年

3
・
伺
%

(
平
成
8
年
9
月
1
日
現
在
)

O
返
済
期
間

8
年
以
内

(
据
置
期
間
は
在
学
期
間
内
で
最
長

4
年
)

• • 

子

(14) 
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会

会
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会
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児

夫

子

校

保

則

夫

夫

拍

側
一
割

忠

紀

義

設

立

Z
Fト
昭

信

白

川

守

栄

村

山

山

一

ず

師

消

続

開

2
学

久

間

正

仲

一
踊

鈴

金
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戸
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今
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杉
山
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古
一
ニ
藤
住
三

川
西
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千
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今

大
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櫛
加

村
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一
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子

子

子

雄

世

会

設

縦

一
夫

龍

也

エ

チ

子

止

見

雄

ノ

山

学

、

抽

ミ

敏

幸

ミ

臨

哲

雅

仲

口

栄

時
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消

博
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輝

〉

1
目
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F

〉

R
V

童

H
山

f
山

町

、

1

ド

併

問

肝
品
田
村
入
本
木
↓
-
富

山

即

オ

敏

史

益
E
M
村

J
玉
山

i
J井
弁

畠
藤
並
工

性
白
形
地
木
藤
内
問
中
間
上

g

i
判

A
W

州
当

t

五

f

却

の

U

H

L

r

3

:

町

大
田

悦

杉

加

担

高
地相
付

北

柚

鈴

問

尼
北
伊
伊
回

目
児
架
石
石
石
大
安
今
和
怜

巾

尼

小

鈴

伊

竹

織

問
芳

水

〈幸良県〉

奈良県社会福祉慢話会

〈札幌市〉

池田克 彦

宮崎 山

同日久江

細川lサダ子
〈函館市〉

山政金
小川| テ

割旧日目

的躍罰

石津 1良
市村

大場

竹次

久保

佐々木
出畑英

(畳別市〉

伊藤伺

〈礼文町〉

佐藤聴

〈鵡川町〉

小泉 正

{知内町〉

五十嵐史郎

〈八雲町〉

上田賢

{長万部町〉

市柿ハル

〈上ノ国町〉

柳原孝

金子附

{江差町〉

下岡春粧

{厚沢部町)

北品武雄

{大成町)

己

※
お
申
し
込
み

-
お
問
い
合
わ
せ

先制
北
海
道
年
金
福
祉
協
会

8
0
1
1
1
2
4
1
1
6
6
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調
理
師
就
業
届
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

調
理
師
法
に
よ
り
飲
食
庖
等
で

捌
理
業
務
に
従
事
す
る
調
理
師
は

2
年
毎
に
就
業
届
け
を
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
対
象
事
業
所
業
者

・
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所

社
会
福
祉
施
設
、
老
人
保
健
施

lJj 目 対 a~ 者 実施日 目寺 l同 対象地区 実施会場 備 考

般住民間揮

般相謀 全住民 13日(月) 10: 00........12: 00 全地区 老人福祉センター 位脱相談(血圧抑l定 。尿検査)

無医地区巡回詰時(眼科) 全住民 16日(木) |受14付2時0-間14 : 5D " 町民センター 八雲範合病院眠科医師監察(有料)

一般相骸 全住民 20日(月) 10: 00---12: 00 H 老人福祉センター 間出相談(血圧測定開轍査)

一世相談 全住民 27日(月) 10: 00........12: 00 " 老人福祉センター 抽出相韻(Jfll圧測定 。尿輸査)

子宮がん検診 満30歳以上白女性 23日(木) 182300D~~192033 0 H 老人福祉センター

乳がん杭詰 満30段以上の女性 23・28日 11920300~~1933川0 仰 23日 老人福祉センタ 28日 町民セノター

乳幼児閲保

股関節脱臼肱詩 生陸4ヵ月児 7日(火) |型13施0時0間-....14 : 00 " 今金保健所 股l脳節X線描影

乳児相訟 生佳3，6， 9ヶ月児 9日(木) |畳9付3時0-間10: 00 H 町民センター 健康相散身体計棚

l歳6ヶ月鬼検語 生世l躍7，8ヶ月児 9日(木) |受13付0時0間.......13 : 15 H 町民センター

寝静乳児健診 生桂4，7 、叩盲 11ヶ J'n~ 16日(木) |畳13付0時0間~113l5 H 町民センター

3歳児他診 生桂3躍2.3. 4今月児 30日(木) |畳12付4時5間.......13: 15 仰 町民センター

l尿医検師査器製歯(科有相料臨) 健康相談妊婦他諮 H師の方 17日 (金) |受13付0時0間--13: 30 n 今金町国保病院

国保係)(保健編祉保保健福祉係

お知らせ

合乳がん 子宮がん検診はZ~~j狗にけ1 し込み下さ い。受#票を送付します。
会3極混合 1J聞追加予防接極の内容については 個別通知で案内します.

~がん検診を受けましょう~

今
金
町
で
受
け
ら
れ
る
検
診
は
?

が
ん
に
よ
る
死
亡
は
死
因
の
第

+
町
で
受
け
ら
れ
る
検
診

一
位
で
約
4
人
に

1
人
の
割
合
で
実
施
す
る
検
診
に
よ
り
時
期
が

す
。
子
宮
が
ん
と
男
女
と
も
胃
ガ
異
な
り
ま
す
の
で
回
覧
等
を
ご
覧

ン
の
死
亡
率
は
減
少
傾
向
で
す
。
下
さ
い
。

肺
ガ
ン

・
大
腸
ガ
ン
は
増
え
て
い

・
肺
ガ
ン
検
診

(
7
月
末
こ
ろ
)

ま
す
。
が
ん
は
早
く
見
つ
か
れ
ば
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

・
略
疾
検
査

そ
れ
だ
け
治
り
や
す
い
も
の
で
す
。

・
胃
ガ
ン
検
診

(
7
月

2
月
)

で
も
、
早
期
が
ん
で
も
進
行
し
た
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
の
胃
の

X

が
ん
で
も
、
多
く
は
自
覚
症
状
が
線
撮
影

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
定
期
的

・
大
腸
ガ
ン
検
診

(
7
・
2
月
)

な

検

診

が

大

切

に

な

り

ま

す

。

便

を

2
日
間
容
器
に
採
り
検
査

争
検
診
の
よ
手

な

受

け

方

・

子
宮
が
ん
検
診

(
1
・
2
月
)

・
初
代

・
刊
代
が
受
診
開
始
年
齢
専
門
医
に
よ
り
へ
ラ
な
ど
で
組

・
原
則
と
し
て
年
1
回
継
続
し
て
織
を
採
り
検
査

受
け
る
。

・
乳
房
カ
ン
検
診

(
1
月
)

検
査
結
果
は
そ
の
時
点
で
の
も
札
幌
医
科
大
学
乳
腺
専
門
の
医

の
。
昨
年
異
常
な
か

っ
た
の
で
今
師
に
よ
る
触
診

年
受
け
な
い
、

2
1
3
年
お
き
に

O
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

受
け
る
の
は
検
診
の
意
義
が
薄
れ

O
結
果
は
約
1
ヵ
月
後
に
郵
送
で

て

し

ま

い

ま

す

。

知

ら

せ

ま

す

0

・
「要
精
検
」
は
さ
ぼ
ら
な
い

要
精
検
だ
か
ら
と
い
っ
て
必
ず

し
も
が
ん
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
精

密
検
査
で
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
病
気
が
み
つ
か

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
わ
が
ら

ず
に
必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

弥
ル
チ
治

州
礼
子
子
市
夫
純

陽
日
間
一

也

1
月
凶
日
を
「
1
1
0
番
の
日
」

と
定
め
答
察
署
で
は
、

1
1
0
番

の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

。
1
1
0
番
の
正
し
い
か
け
か
た

3
早

く

正

し

く

正

確

に

1

0

何
が
あ
っ
た
か

O

ど
こ
で
あ
っ
た
か

O

ど
ん
な
状
況
か

。

犯

人
は

O

近
く
の
目
標
は

3
早
い
通
報
、
す
ば
や
い
解
決

1

公

1
1
0
番
は
事
件

・
事
故
が
あ

っ
た
と
き
、
急
い
で
笹
祭
に
知
ら

せ
る
と
き
使
う
た
め
の
電
話
で
、

皆
さ
ん
と
鵬
首
祭
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
(
緊
急
電
話
)
で
す
。

※
1
1
0
番
の
う
ち
間
違
い
、
い

た
ず
ら
、
緊
急
性
に
な
い
照
会
、
要

望
、
苦
情
等
の
電
話
は
本
当
に
急

い
で
い
る
人
に
大
変
な
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
。

争

「安
心
を
つ
な
ぐ
か
け
橋

設
、
矯
正
施
設
そ
の
他
多
数
飲

食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て
い

る
施
設
。

・
飲
食
店
営
業
、
喫
茶
府
営
業
、
魚
介

類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
。

。
届
出
期
限

平
成
8
年
円
以
月
剖
日
現
在
の
状

況
を
平
成
9
年
I
月
日
日
ま
で

。
届
出
用
紙
配
置
・
届
出
場
所

お
問
い
合
わ
せ
先

・
今
金
保
健
所
普
及
係

8
2
1
0
2
5
1
 

工
m陸

日程

8
2
0
5
4
4
 

• • 
ョド

雄

!rJ: 

人
権
擁
護
委
員
が

1
名

増
員
さ
れ
ま
し
た

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
身
近
な

法
律
相
談
や
人
権
問
題
な
ど
の
心

配
ご
と
の
相
談
を
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

人
権
燦
護
委
員

狭
間
勝
昭
(
日
の
出
町
)

大

谷

長

崎

(

本

町

)

辻

知

子

(

本

町

)

小
田
島
照
絞
(
寒
昇
)

※
相
談
内
容
に

つ
い
て
は

一
切
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
。

1
・
2
月
に
胃
・
子
宮

・
大
腸

・

乳
房
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
健
康
の
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

(
今
金
町
保
健
福
祉
課
保
健
指
導

係
)

〕RU
 
1
 
〔



安小
藤 HIE

今
金
中
学
校
3
年

O
教
育
委
員
長
賞

種
川
小
学
校
6
年

今
金
中
学
校

1
年

O
教
育
長
賞

神
丘
小
学
校
2
年

今
金
中
学
校
2
年

瑞
穂

。
書
道
の
部
(
敬
称
略
)

O
町
長
賞

神
丘
小
学
校
日
年
矢
野

今
金
中
学
校
2
年

木

島

O
議
会
議
長
賞

八
束
小
学
校
3
年

村

瀬

亜

紀

今
金
中
学
校
3
年
沼
一
本
ま
ゆ
子

O
教
育
委
員
長
賞

今
金
小
学
校
4
年
今
野
絵
里
香

今
金
中
学
校
3
年
六
鎗
麻
里
子

。
教
育
長
賞

金
原
小
学
校
4
年

菊

地

光

今
金
中
学
校
1
年

天

井

絢

子

こ
の
ほ
か
に
佳
作
と
し
て
小
中

合
わ
せ
絵
画
の
部
お
名
と
書
道
の

部
幻
名
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
「
絵
画
・
書
道
展
」
結
果

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
絵
画
の
部
(
敬
称
略
)

O
町
長
賞

今
金
小
学
校
3
年

今
金
中
学
校
2
年

O
議
会
議
長
賞

金
原
小
学
校
4
年

柴
草

柏
田

夏順
希也

靖
彦光

山
田

本
多

拓
哉

安

藤

雅

裕

百
成
百
合
子

第
包
囲
光
の

E
学
園
祭

会

理 f詰

第14固 いまかね雪まつり
O日時平成9年2月8日(土)・ 9日(日)

O場所ふれあい広場
日

時

場

ふ
れ
あ
い
広
場

平
成
9
年
2
月
8
日

(
土
)・

9
日
(
日
)

〕作。1 
〔

所

2
/
8
 全
道
勝
ち
抜
き
歌
謡
選
手
権

" 

冬
の
夜
空
を
彩
る
ス
パ

l
ツ
リ
ン
グ
花
火
シ
ョ
ー

第
2
回
全
国
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
選
手
権
大
会

2
/
9
 

" 

第
1
回
平
成
雪
合
戦
袷
山
大
会

兼
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
出
場
予
選
会

• 
発

行

/

北

海

道

今

金

町

役

場

制

②

0
1
1
1
番

• 
編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

ポスタ原画
百成百合子

(今金中学校)
主催今金町観協会

-主管 いまかね雪まつ
り実行委員会


